Therapeutic Education of Handicapped Children and the Problem of their Parents by 岩堂, 美智子
大阪市立大学生活科学部紀要 ・第23巻 (1975) - 169ー
障 害児の治療教育と親の問題
岩堂美智子
Therapeutic Education of Handicapped Children 
and the Problem of their Parents 
MICHJKO IWADO 
問 題
1.はじめに
障害児の治療教育に関しては，我が国においても近年
種々の教育・相談機関においてさまざまのアプロ一千に
よる研究がなされ実践きれてきているJ川 1)(4)
本研究において，筆者は，障害児といわれる子どもた
ちを.少しでもより健康な子ども達にしていく努力の中
で，特に，保護者である「続Jの問題に関して.親への
働きかけはいかにあるべきか，について検討を試みた。
「親こそ最良の医師」であるとグレン・ドーマンl立川
言う。彼li脳障害に悩む子ども遥との25年にわたる治療
体験を詳細に述べつつ，同時に，専門家より親の方が子
どもについてよく知ってい ること，絶望的といわれてい
た脳障害の子どもたちでも ，両親の愛情と努力がかけが
えのないカとなって進歩を示すことを強調している。
障害児の治療教育は続への働きかけをおこなわないで
は効果をあげることができない。セラピストは親と共に
たえず考えていく姿勢をもたねばならない。以上は一般
によくいわれることであるが，実際には.ともすればな
おざりにされがちな点であり，また，セラピストmlJの一
方的な判断に終っていることが多い。
現在，実践の場において教育あるいは治療担当者は税
とどの程度実際に接触しているのであろうか。はじめに
この点について検討を加え，さらに，障害児をもっ親た
ちのおかれている現状，子どもの成長との関連，などを
考察しながら，具体的には発達遅滞児・情緒障害児など
の親のカウンセリ ングのあり方について.{~例 を紹介しつ
つ考祭を深めたいと思う。
2.親の参加度について
表一 1は.普通児を対象とする一般の保育 ・教育機関
が，通常保護者とどういうかたちで，どの程度接触して
いるかについて，平均的な実状を概略示 したものである。
表-2と比較してみよう。毎日通学，通凶する治療教
育機関では， 表一 1の実際とほぼ似たかたちをとっ てい
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表 -1 一般教育機関における親の参加度
幼稚園|行事参観・組別集団思絞 {月 1回程度)
個人態 級 (一学期に 1悶 5分間程度)
家庭訪問 (年に 1閏 5分間住度)
保育所|個人鰍政 {一学期に l回)
連絡帳 (個別保育官己藍トー毎日書己入)
保育参観 (年に 1回線度)
小学校|授業行事参観 {月 1回程度〉
組別集間 態鋭(同上)
個人絹政(一学期に 1r司 5分間純度)
家庭訪問 (年に 1聞 5分 間砲度)
連絡帳 (事があれば連絡しあ う}
寸学校|授業参観 (月 lllll)
集団思統・講演会吾妻加 (月 1間程度)
家庭訪問(年 1聞)
高 校 l個人思絞 (一学期 lニ1回}
る。ここでは一部の施設を除き，親と集団懲談する例ヵg
多く，個別の相談は連絡帖による替簡の交換ですませて
いる。一人の教師が複数の子どもを担当しているため.
親は，日々の生活の中での細かい子どもの問題や悩みを
一々相談するわけにはいかず，問題が深刻化すると ，き
らに他の機関 (主として相談機関)に通うことになる。
この点は表ー 1の機関に子どもを通わせている親も同様
である。時間的な余裕があれば，担任教師と面談を重ね
ることで解決すると恩われる幾多の問題が，こうして現
実には他の機関のカウンセラーのところへもちこまれる。
次に，週一回ないし数回通所するシステムになってい
る施設についてはどうであろうか。これらの中には.親
の側は毎日でも通わせたいと思っているにもかかわらず.
施設備1の種々の事情で日数が制限されているところがあ
る。年少児の施設の場合は親が保育(治療)時間中)jIJ室
で待っているのが普通であり，その問，親に対してグル
ープ ・カウンセリングが実施されてい る所と，そうでな
いとミろがある。年少の障害児をもっ親にと って切実な
のは，家庭ではどのように子どもに接していけば良いの
か.ということであ るが，ただ待合室で子どもを待って
いる続たちの方は.親どうし経験談をし合うものの，中
途半端なかたちでしか気持の表出ができず，満たされぬ
思いで日々を送ってい る人が多い。
心理療法を親と子に笑施している病院，大学，研究所
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表-2 治療教育(相談)機関における親の参加度 大阪府.兵庫県下から示l/O.rその他」は参照例と して特別なものを掲げたは献2) 
A(大牢附属} 連家授絡庭業参紡帳観問(後毎(集一回学団)期絡蛾1回(一)半期 2 回)
養
喧邑 B 授業参1観時問{後毎間(学年) 級または学年別集団惣賊 (月
家l庭国訪 1回}学 連絡帳 日)
校 c (新股 校) 集以上団想敵 (月 1回。 小 1，グ小ル 2 - 6 中学
的グループに分け.問 ープカウンセ
リングを(めざす.・2時 ) 
連絡1限毎巴)
連親絡が帳要求(毎すれ日ば)いつでも面接相続可。宮学事竃豊
A 
B 
撃連授絡業望参鰻詰(毎j (月 1 回)級 勧帳惣 一日学学)期 1回) 
A i報家Eが要訪求問(す(年れば1圏悶核)可.
絡庭帳毎日)
通
B (記官)霊保育団庭絡級参訪側観 ((事年月 l1 回回.) る1 時間)間
柑i 連 間(用向島時)
量生 C 集家団庭総絞毎(年月 31困回)2時間}
連絡帳訪問( 日)
一 一一一一
などの機関では，原則として週 l回個人療法をおこなっ
ているところが多い。これらの機関においては，他の教
育 (保育)機関に通いつつ，そ こでは解決できない問題
あるいはそこで生じた問題のために来所しているケース
の満足度が最も高い。通学，通園または入所施設を希望
しているが受けいれてもらえないというケースでは，週
1固という間隔に不満をもっ親もある。子どもの障害の
程度が重し親が混乱している場合はなおさ らである。
きて，通学，通闇施設は.r家庭訪問jを実施している
ところが多いが.このアプローチは一部相談機関でも試
みられている。治療教育場面でしかクライエントをみて
いなかっ たセラピストが，家庭において意外なクライエ
ントを発見することがある。また，ある機関では「親子
遠足J.r父親参加の日」などを設けているが，これなど
も新しいアプローチの方法として注目される。
3.子どもの成長と貌の態度
特に障害児にと って，続がいかなる態度で子どもの養
育にのぞむか，ということはその成長に決定的な影響を
与えるものである。
従来，どちらかといえば治療教育機関は，子どもの生
活全体を考えた上での，より良い治療教育のあり方を追
求するという立場が欠けがちである。治療教育担当者は
自らが子 どもに接触する時間内に全力を尽すことで事足
れりとしていた感があるし，実際問題として，時間外の
ことまで配慮するにはとても手が足らないといった笑状
がある。
前項で述べたごとし毎日通学，通園する施設では，
一部を除き親との連繋は宮、ではない。週何回かの治療機
関では，親には主として母親を対象にカウンセリングが
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A(週 1 固) 幼児はグループセ7ピィ.母観はグループ
1時間半 カウンセリング.
B(守品崩)幼家庭絡児帳勧は集問団有.保育.母親はその間待っている.
連 (毎回)
A(病院)i子.!Il悶またはイ隔セ週ラ ( 1回40-50分)
どものプレ ピィと親のカウンセリングユ
B (大学) i子.!i 1回(1回40分)
ども町セラピィと親のカウンセリング.
C (研究所) 望家 1 図 ( 1 回ラ40-5校と扮親勧) どものセ ピ学ィ の有カウンセリング.
庭訪問および 問.
A (畏期)
織小理手学は・校夏月お1・よ回冬び施休中量み生学へは的家来時庭て期奉へ的仕返児すと童。函向鎖収。容綿貫生.
B (短期) 1年前後の入(1所固施4設.週 2-3因 。-50グ分~)子どものセラピ
休ィと織の庭カウンセリン
日は家へ返す.
A(家 寄生) i非a行少回年を対象月. 1 または 1回税と子に面接。
B(週 3閲)
1時間半
子どもはグループセ7ピィ. 親は週 1回個
人または集団面接.
C (病院) 安定してきた場合は親子とも月 1図.
D(i且圃) 1 -4時立間子人どもに合わせこて1保回育集. 親はiA個面接。2伊丹6 図面按。
実施されている。カウンセリングは.母親の人格の成長
を究極目的とし.具体的には母親の精神衛生のための時
間 として役立っている。しかしながら，カウンセラーは
時に，その目的が遠大すぎて.1重度の障害をもっ子の親
あるいは切迫した日々の要求に自らを墜理しきれないで
いる親に対して.適切な「場」を提供し得ない場合があ
る。
子ど もにと っていかなる養育状況が最適であるのかー
障害児教育にたずさわる者は，この解答を目ざして，た
えず具体的な子どもへのアプローチを研究しなければな
らない。そして同時に，子どもにとって「治療教育者J
以上 に身近な存在である「親」について，一体どのよう
に親と協カ体制を組み，親のもてるカを開発すれば，子
どもにふさわしい養育状況が生まれるのか，ということ
もたえず考えていく必要がある。
子どもは日々.可能性をもって生きている。特に年少
児の治療教育にたずさわる者ほど，子どもにとってと り
かえしのつかない時間が一日一 日過ぎていっているとい
うことを念頭におきながら ，たえず.巣 してこれで良い
のかと問いかけつつ創意工夫を霊ねるべきであろう。し
かも，いくら有能な治療教育者といえども，障害児を全
面的にひきうけて，何から何まで面倒をみるということ
はできない。とすれば，子どもの成長にとって，長時間
接触し，より重大な影響を及I:fす「親J.その親が，い
かに子どもにかかわっていくか.ということに治療教育
者はもっと注意を払っても良いのではなかろうか。
一週間に一度，治療者が子どもとの問に効果的な接触
をもったとしても，残りの 6日間で子どもがスポイルさ
れてしまうようでは，もとのも〈あみである。
岩堂:障害児の治療教育と親の問題 - 171 -
親のカウンセリングの重要性が，古くて新しい課題と
して今日も指摘されているが，その効果的なあり方につ
いてわれわれは常に検討し，いわゆる一般的な個人のカ
ウンセリングのあり方に加えて，子どもの親であるとい
う観点から.その効果.影響の重大きをかんがみな くて
はなるまい。
4.貌のカウンセリングについて
a.親li孤立している
昨今の社会における核家族化，さらに教育体制の能率
主義化にともない，子どもの教育問題で悩む親は，身近
に相談できる人をもたず孤立感を抱いている場合が非常
に多い。
特に障害児をもっ親は，近所への気がね，日々の養育
による疲労などが震なり，一層途方にくれている。同じ
問題に悩む親と助け合いながら，腰をすえて一歩一歩前
進しようという態度を獲得するまでに，多くの親li，一
定期間，切迫した不安な気持で，時に混乱しながら相談
機関をめぐり歩〈。カウンセラーのもとへやってくる親
たちは，ここでこそ何とかしてもらえるので1;1-...と大
きな期待を寄せてくるのである。
b.親の意欲
年少児を対象とする施設(義務教育の機関でない)や，
クライエントが自発的に訪れた施設においては，親に通
所しようという意欲があってはじめて.治療教育担当者
は子どもと継続して接触を保ちうる。親の意欲は治療教
育継続の不可欠の要素といえる。
親は，その施設が子どもにとって意味があると感じ，
かつ自分自身にとっても意味が大きいと感じた場合，通
所に意欲的になる。この点でも，施設の制IJの親への働き
かけが重要になってくる。カウンセリングを実施してい
る場合，カウンセラーの来す役割lは重大である。
C.緩め立場をわかること。
児童を扱っている施設のスタッフは，どちらかといえ
ば子どもの立場や気持がわかりすぎて，親を問題視しが
ちである。親と共に子どもの問題を考え，親と共に歩む
ことに留意すべきであるのに，子どもが予想通りに進歩
しない場合など，特に「貌が悪いからJと問題を回避し
てしまいがちである。もちろん，親の立場に巻き込まれ
振りまわされてしまってはならないが，悩める親のおか
れている立場というものをじっくりと受容できる，余裕
ある担当者にならねばならない。
d.子どもを熟知する
治療教育施設には，さまざまな特性や障害を有する子
どもたちの問題がもち込まれる。担当者はそれらについ
ての専門的知識や.子どもと接触している際の突発的な
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出来事に対して臨機応変に対処する能力を備えていなく
てはならない。
また，親は子どもの障害について，治療方法について
あるいは行政上の問題について必死に勉強 している。時
に，専門家と呼ばれる人々の方が不勉強であり，親を慨
嘆きせている場合がある。年令の若いスタッフや，偏っ
た知識に甘んじている担当者は，もっと自らを省みて，
十分な研修を積み，広〈子どもに関して.また子どもを
めぐる諸問題に関して熟知する必要がある。
e 父親の参加
最近の特徴のーっとして.子どもの養育上の問題に関
して，父親が母親に協力する家庭が精加しはじめたこと
が注目きれる。勤務のない日は父親が子どもを連れて施
設にやってきたり，母と子を送迎したり，自らも相談を
もちかけたりする。遅司と して改善せぬ子どもの問題に
ついて，もはや母親まかせにしていられなくなり，治療
教育担当者のところへやってくる父親がいる一方.子ど
もの進歩に感動し.自分にも協力できることがあれば，
と意欲的になる父親もいる。子どもの養育とその将来に
関して，母親ばかりでなく，父親のものの見方や感じ方
が積極的にかかわってきてこそ.家族ぐるみの強靭な足
場が築かれる。カウンセリングの成果として母親が強く
なり，治療教育の意義が家庭で話きれ.父親自らも参加
協力しようという意欲がでてくるようであれば，カウン
セリングは成功しているといえる。
特に，子どもが重度の障害児である場合，何かにつけ
父親の協カは子どもの成長に不可欠のものであるから.
父親をもひき入れ得る迫力あるカウンセリングを展開し
ていけるよう，カウンセラーは笑カを養わねばならない。
事 伊j
次に，われわれの研究室に，障害児の問題で来談した
ケースの中から，特に親へのアプローチが成功したもの，
不成功に終ったちのの例をあげ，検討してみたい。
〈事例 A> 
幼児期に自閉症と診断されたA児の問題で，週I回10
年余にわたり来談を続けたA児の母親について。
A児は幼稚闘では集団に入れず，小学校では普通児の
勉学を妨害するということで4年時に養護学校に転校，
再び中学進級時普通中学に入り，原学級と養護学級の両
方で授業をうけ，現在普通高校に進学している。
A児は 3歳からわれわれのもとで遊戯療法をうけはじ
め(母親は併行してカウンセリングをうける)， 8歳の時
担当者の都合でセラピストの交替を経験した。母親の方
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は三度カウンセラーの交替を経験したが，ポジティヴに
その経験をうけとめ，前任者のA児への関心，期待など
にも支えられ意欲的に通所を続けた。 A児は一人っ子で
あったことと，友だちができないことなどを考慮して，
カウンセラーは母親と相談して家庭に生活指導者(大学
院の学生がこれにあたる)を派遣，母親は家庭において
生活指理事者と協力して本児の余暇の指導にあたった。長
期間であるため，生活指導者の方も幾度か交替'があった
が， A児はいずれの担当者と.も密接に接触.対人関係の
点でも効果があった。
集団教育の場においてA児の成長に大きく影響を及ぼ
したと思われるのは.養護学校の教師と中学時代の養護
学級の担任である。前者は遊戯療法場面におけるA児を
観察し， A児の教育にあたって積極的に心理療法のアプ
ローチを応用するようこころがけた。一方，後者は，い
わゆる「自閉症」といわれる子どもをひきうけるのはは
じめてであり， A児の指導に関して当初不安を感じてい
たが，われわれと話し合いを進めることによって， A児
およびA児の母親をポジティヴに受けとめるようになり
きめ細ーかい配慮を重ねてA児の普通高校進学にカを添え
司，-~。
A児の母親は，このように数多くの治療教育担当者と
接触する機会をもち，彼らのA児および母線に対する暖
かい関心に支えられ，自らも家庭においてA児の学習や
読書，絵画の指導.また級友を招いて一緒に遊んだりハ
イキングなどリクリェーションを企画.意欲的にA児の
養育ととり組んだ。また最近は父親も多忙な仕事の合い
聞に，登山，ゲームなどA児と共に体力作りやリクリェ
ーションを楽しむようになったという。
きて， A児の場合，度々の進学、遠隔地への転宅，担
当者の交替，担当者の病気など通所が中断する機会はこ
れまで何度かあった。しかしながら，手紙，電話による
フォローアップが母親の近況報告を定着化させ，最近で
は定期的な通所は終結したが，学期ごとに A児のその後
の成長ぶりや新たな相談事を設簡や臨時面接を通じて伝
えている。もともと人間を相手にする仕事や，子どもを
相手にすることは苦手であると述べていた A児の母親で
あるが， A児を通じて知り合った種々の障害をもっ子ど
もの親たちと交流するうちに，次第に他の子どもにも関
心を寄せ，他の子どもの問題も真剣に考え，時には他の
親のカウンセラ一役をーつとめることもある。他の子ども
の媛助や，他の子どもの成長をも喜ぶゆとりを得た母親
は， A児に手がかからなくなってきたのを契機に.何か
自分自身も社会的な活動をおこないたいと希望し，もつ
か，社会福祉に関係のある仕事を目ざしてカウンセラー
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の養成機関で勉学中である。
〈事例 B> 
9歳より，やはり 10年近くわれわれのもとに来談を続
けている自閉症児B児の両親について。
B児は 5歳時より他の機関で遊戯療法をうけてきてい
る。短期間幼稚園に通園したが，集団に入れず，その後
続学を猪予， 15歳から養護学校に通学をはじめる。
B児の母親は当初3年間他の自閉症児の親とともにグ
ループカウンセリングをうけ，その後は個人カウンセリ
ングをうけてきた。幼児期のB児の異常行動に悩み.そ
の養育に不安を抱いていた母親は，われわれのところで
音楽療法をうけはじめた B児が，失われていた歌をとり
もどし.次第に情緒的に安定しはじめ，通所を大きな楽
しみにするようになるど共に，母親自らもカウンセ リン
グによる気持の変化を自覚し，通所に意欲的になった。
音楽好きの母親のもとで育ったB児は.その豊かな音
楽性を，さらに音楽療法によって開発きれ， B児自身こ
の療法にめぐり合うことで大きく人間的成長をとげてい
ったのであるが同(詳細は省略，文献参照)，スタッフも
またB児をクライエントとして迎えたことで多くの研究
上の成果を得ることができた。
B児の場合，その個性にぴったり合った治療教育をう
けられたということ，担当者も母親も B児の変化を克明
に追い，時に荒れて調子の悪い日があっても， B児の中
にひかる微細な健康性を見逃さず，励まし合って長期に
わたり B児への働きかけを怠らなかったことなどが，重
症であったB児を就学可能にまで成長きせた原因であろ
う。治療教育f旦当者の子どもに対する見方 ・考え方，子
どもに対する暖かい関心ときめ細かい観察報告が母親を
感動させ.家庭での変化の報告がまた治療教育担当者を
ふるい立たせるという具合に，両者の連携が大きく作用
したと考えられる。
B児の母親は，幼児期の障害児をかかえる若い母親た
ちに対し，親身になって相談にのったり， B児に手がか
かるにもかかわらず，種々の親の会の活動に参加，障害
児たちの将来のためにも活動している。またB児の家庭
は，父親，弟， 1'.且父母，叔母など，母親に協力してB児
を暖かく包む親族が多いことがあげられる。父親は父親
参加の目は進んで来所し，日常も B児通所の送迎を勤務
の都合がつく限りおこなっている。父親はまた，最近自
分も何か他人を援助できれば，とたまたま仕事に関係の
ある技術を生かして，盲人の職業指噂のボラ ンテ ィア活
動をはじめた。
〈事例 C> 
4年間われわれのところへ通所，その後中断した来談
， 
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当初5歳の自閉症児C児の両親について。
C児は一人っ子，ことばが全然なく，奇異な発声をし
もっぱらヒモをグJレグルまわしたり，音のする物を叩い
たり放ったりして遊ぶ子どもであった。
C児の母親は病弱で.特に乗物酔が激ししそのため
しばしば通所がとぎれた。また両親ともにC児を溺愛し
ており .c児の世話を他人にまかせることなど考えられ
ない，という。一方両親は極度に世間体を気にかけ.c 
児が障害児であることが他人のうわきになることをいつ
も恐れていた。父親はのちに勤務先の上司とのトラブル
が誘因となり強迫神経症を患い，ついに休戦するにいた
った。われわれは父親に神経科受診を勧めたが，世間体
を気にする父親は内科で薬物投与をうけるばかりであっ
. ~。
C児は音楽療法のクライエントであった。週 1回の予
定が家庭の事情で月 1回程度しか通所できないことも多
かったが，セ yション中のC児は生き生きと活気に満ち
来所を喜んでいる機子であった。 7歳時.c児は校区外
だが養護学級が設置きれている小学校に就学，母親付き
添いのもとに通学をはじめることになった。しかしなが
ら学級担任は自闘症児に接するのはは じめてであっ，と
まどうばかりで特に積極的にC児に働きかけることがで
きないでいた。このため母親は朝の 1時間を何とかC児
をなだめで教室内に座らせ，あとは毎日運動場を走りま
わるC児の相手をして午前中を過して下校するのが常で
あった。父親が病気になってからは，母親は子どもの世
話と父親の世話で疲れはて，ついに田舎の実家へC児と
共に帰ってしまった。そしてその後われわれのところと
述絡がとだえてしま ったのである。
このケースの場合，第一にC児の家庭と通所施設が遠
距離すぎたことが問題点としてあげられる。自閉症児を
ひきうける脆設があまりにも少ないこと.学校教育の場
がC児のような子どもをひきうける体制をととのえてい
ないことなどが関連する問題である。
次に，米所がとどこおりがちな本児に対して，少しで
も治療的接近を試みるために生活指導者の派遣を考慮し
たが失敗に終ったこと.またわれわれの力量不足で病弱
な母親を援助する方法を見出し得なかったことなどが反
省される。地域においてこの家庭を援助することのでき
る機関を発掘できず， c児が通いはじめた学校の担任と
も連絡がとれなかったことも問題であろう 。
第三に，われわれの施設が教育 ・研究機関であるとい
うこともC児のケースを中断に終らせた一因である。研
究の遂行と学生の教育の必要から，われわれのところで
は欠席しがちなクライエ ントのために いつまでも時間を
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あけておくわけにはいかない。またC児の家庭のような
問題をもっケースに対して粘り強〈援助の手をさしのべ
るには，われわれの機関はあまりにも無力であった。
考 察
以上，障害児をもっ親がおかれている現状を概観し，
親の問題が特徴的であると思われる事例について述べて
きた。これらを総合して，障害児の治療教育を推進する
ために，われわれは親および親をめぐる周辺の問題とど
うとり組むべきかを考察していきたい。
1.両親との連携
事例でもあきらかなように，母親ひいては父親をも巻
き込んでこそ障害児教育は成果をあげることができる。
親が子どもの問題に意欲的にと り組み，子どもの成長
のためにさまざまの試みをおこなうようになれば，施設
における治療教育の効果は倍増する。そのためには， 問
題の項でもふれたが，施設のスタ yフは従来のアプロー
チの方法を再検討し，さらに強力な親への働きかけを考
慮する必要がある。第一に教師やセラ ピストはもっと親
の疑問や親の提案，要求などに謙虚に耳を傾ける必要が
ある。専門家といわれる人々であってもまだ試行錯誤し
ている場合が多い治療教育の実践段階であるなら .この
分野こそ「関かれた教育」であって良いであろう。
次に，各々の施設において，もっと親との話し合いの
場，時間をふやすべきである。親と子どもの担当者が別
の場合は.子どもの位当者も折にふれて殺と面接し，子
どもの見方について理解し合うことが大切である。集団
懇談の形態をとっている施設では，できれば個人面接の
時間も設けることが望ましい。学校など，それが時間的
に無理な場合は次項とも関連するが，他の相談機関へ紹
介の労をとるべきである。
第三に，普通教育の場においては父親参観日などが設
けられているが，治療教育の場においても父親への働き
かけがも っと考慮されても良いと思われる。我が固には
子どもの養育は母械の責任であるかのような風潮がある
が，父親の存在の意義がもっといたるところで聞い直さ
れるべきであろう 。父親との函接，父親の集いなど般極
的にとり入れることを考えたいものである。
2.機関相互の連携
治療教育の成果があがっているケ←スでは，子どもが
いくつかの施設に併行して通っている場合，担当者たち
が相互に連絡をとり合っていることが多い。
施設には各々長所や弱点があり，おたがいが補いあっ
て子どもの成長に寄与しているといえる。われわれは多
忙であることや他の機関への無理解から，ともすれば，
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「子どもにとって」何が良いことか，を考えようとしな
い傾向があるが，もっと他機関と連携し，積極的にそれ
らを利用して，治療教育の効果をあげることを考える必
要がある。
医療と教育の分野で，あるいは集団教育(保育)の現
場と個別相談機関との間で，子どもをめぐってもっと話
し合いがおこなわれるようになれば，貌は迷うことなく
自らの意見をどの分野の人々にもぶつけることができる
であろうし，安心して子どもの進むべき道を考えていく
ことができる。
3.協力者の発見と育成
障害児の成長に影響を与えるのは，両親のみならず家
族，親戚，近隣，地域社会なども大いに関係する。周囲
の人々の理解と援助がどれほど親と子どもをカづけるか
知れない。治療教育を推進するためには，こういった周
辺の問題にももっと注意を払う必要がある。
ある母親が，障害児をもつまで，こういう子どもたち
ととり組む仕事の世界があることを知らなかったーーと
述べていたが，マスコミなどにとりあげられることはあ
っても，まだまだ一般社会に対する啓蒙活動は不足して
いる。たとえば大学時代に障害児問題にとり組む学生の
数はそう少なくないはずであるから，そういう人々が卒
業後，その分野とは別のところに就職したり，結婚して
家庭に入ったとしても，間接的にせよ一生隊害児とつき
あうつもりで，地域社会でいつまでも彼らに関心をもち
つづけるよう指導することが考えられて良い。担当者の
フォローアソプが親の意欲を増進させていることを考え
合わせても.緩め他に，真剣に障害児たちの現在と将来
重 学
に関心を寄せる人が一人でも多くなること一一われわれ
はそれに向けての核作りをもおこなっていくべきであろ
つ。
要 約
障害児の治療教育をめぐって，障害児といわれる子ど
もたちを少しでもより健康な子どもに育てていくための
種々の試みの中で，特に，障害児をもっ親に焦点をあて，
障害児の治療教育を担当している人々が.どのように親
に働きかけていくべきか，を考察した。
はじめに，障害児をもっ貌たちがおかれている現状を
概観し，親の態度が子どもの成長に深〈関係することを
指摘.つづいて蒼干の事例を紹介して，障害児の親に対
する効果的なカウンセリングのあり方および，治療教育
担当者が親と協カ体制を紐み，たえず親と共に考えてい
く姿勢をとることの必要性を述べた。
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Summary 
1n order to make effective the therapeutic education of handicapped children， it is imperative that 
those teachers or therapists who attend ωtheir education and therapy be prepared to think and work 
for the children together with their parents. 
1n the beginning， itis to be pointed out that the parents having such handicapped children are placed 
in a situation of great dificulty， and that we should be conscious that the attitude of the parents towards 
their children is closely related with the development and growth of their children. 
Then， we went on 10 cite a few actual instances to serve as a suggestion for the effective counsel-
ing should be for those parents having hand】cappedchildren. 
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